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一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

●
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
比

10
億
７
０
０
０
万
円
増
の
２
６
９

億
５
０
０
０
万
円
と
過
去
最
大
規

模
で
、施
政
方
針
で
述
べ
ら
れ
た
、

市
民
生
活
重
視
と
事
業
の
実
施
す

べ
き
時
期
を
逃
さ
な
い
取
り
組
み

（
市
民
会
議
21
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―

●
経
済
の
先
行
き
不
透
明
な
状
況

が
続
く
中
、
提
出
さ
れ
た
一
般
会

計
予
算
は
総
額
２
６
９
億
５
０
０

０
万
円
で
、
前
年
度
比
４
・
１
％

の
増
と
な
っ
て
い
る
。
歳
出
を
見

る
と
、
東
名
高
速
道
路
に
か
か
る

市
道
橋
の
高
欄
改
修
や
防
災
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
策
定
に
向
け
た
基

本
調
査
、歩
道
の
段
差
解
消
な
ど
、

安
心
を
充
実
さ
せ
る
予
算
が
編
成

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
保
育
園
の

待
機
児
童
解
消
を
図
る
た
め
の
大

上
保
育
園
建
て
替
え
事
業
や
全
小

学
校
へ
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど

の
配
置
、
乳
児
の
と
き
か
ら
本
に

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
な
ど
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
施
策
も

評
価
で
き
る
。
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
あ
る
が
、
後
期
基
本
計
画
の

初
年
度
と
し
て
の
施
策
や
事
業
を

盛
り
込
み
、
社
会
情
勢
の
変
化
や

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
し
た

予
算
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
と
も

事
務
事
業
の
見
直
し
や
効
率
的
な

行
財
政
運
営
を
継
続
し
、
さ
ら
な

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

よ
う
要
望
し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛　

成

が
数
字
の
上
か
ら
も
伺
え
る
予
算

と
な
っ
て
い
る
。
歳
入
で
は
、
市

税
が
前
年
度
比
１
億
１
０
０
０
万

円
余
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、
財
政

調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
あ

る
が
理
解
す
る
。
ま
た
、
地
方
交

付
税
と
し
て
、
普
通
交
付
税
７
億

２
０
０
０
万
円
が
皆
増
で
計
上
さ

れ
て
い
る
。
歳
入
は
、
自
主
財
源

確
保
が
重
要
と
い
わ
れ
て
い
る
。

景
気
が
低
迷
す
る
中
、
難
し
い
問

題
だ
が
、
税
の
代
替
機
能
で
あ
る

地
方
交
付
税
の
有
効
活
用
を
望
む
。

歳
出
で
は
、
小
園
公
園
の
整
備
や

光
綾
公
園
、
寺
尾
公
園
の
複
合
遊

具
の
改
修
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
早

期
の
完
成
を
願
う
。｢

新
時
代　

あ

や
せ
プ
ラ
ン
21
」
後
期
基
本
計
画

の
施
策
の
実
現
な
ど
、
さ
ら
な
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
こ

と
を
願
い
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
改
綾
ク
ラ
ブ
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―

●
市
民
一
人
一
人
が
「
い
つ
ま
で

も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
た
予
算
が
提

出
さ
れ
た
。
市
民
福
祉
の
向
上
で

は
、
障
害
児
日
中
一
時
支
援
の
た

め
の
も
み
の
木
園
の
有
効
活
用
や

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
徘
徊
高
齢
者

の
位
置
探
索
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
助

成
な
ど
、
市
民
生
活
の
諸
課
題
に

着
実
に
対
応
し
て
い
る
。
都
市
基

盤
整
備
で
は
、（
仮
称
）
綾
瀬
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
向
け

た
企
業
移
転
代
替
地
の
調
査
な

ど
、
将
来
を
見
据
え
た
予
算
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
公
園
整
備
・

環
境
関
連
予
算
で
は
、
寺
尾
の
森

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が

行
わ
れ
、
４
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
２
人
の
議
員
か
ら
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
ど
の
用
地
取
得
、
綾
瀬
ス
ポ
ー

ツ
公
園
の
整
備
、
電
気
自
動
車
購

入
費
用
の
助
成
な
ど
、
多
様
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
日
本

経
済
と
被
災
地
の
復
興
は
い
ば
ら

の
道
か
と
思
う
が
、
効
率
・
効
果

だ
け
で
は
な
く
、
無
償
の
手
を
差

し
伸
べ
る
心
を
持
っ
て
行
政
運
営

に
当
た
り
、市
民
生
活
が
重
視
さ
れ
、

産
業
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
願
い
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

と
期
待
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ふ

る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に
、
市
民

と
行
政
が
相
互
に
立
案
し
、
地
域

の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
仕
組
み

と
し
て
、
提
案
型
協
働
事
業
の
制

度
化
を
進
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
民
の
力

を
引
き
出
し
、
市
民
と
職
員
が
と

も
に
輝
く
綾
瀬
を
目
指
す
た
め
の

一
層
の
努
力
を
願
い
、
本
予
算
に

賛
成
す
る
。

●
２
月

21
日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

運
営
委
員
会

28
日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
初

日
）･

議
会
全
員
協
議
会

●
３
月

１
日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２
日
目
）・
議
会
全
員
協

議
会

３
日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

４
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

７
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

14
日　

議
会
全
員
協
議
会
・
基
地

対
策
特
別
委
員
会

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

16
日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

運
営
委
員
会

17
日　

３
月
定
例
会
本
会
議
（
最

終
日
）・
議
会
全
員
協
議

会
・
議
会
報
編
集
委
員
会

●
５
月

６
日　

議
員
協
議
会

13
日　

５
月
臨
時
会
・
議
会
運
営

委
員
会
・
総
務
教
育
、
市

民
福
祉
、
経
済
建
設
各
常

任
委
員
会
・
基
地
対
策
特

別
委
員
会
・
議
会
全
員
協

議
会

17
日　

議
会
報
編
集
委
員
会

20
日　

議
会
全
員
協
議
会

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

（
公
明
党
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―

反　

対

（
日
本
共
産
党
綾
瀬
市
議
団
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―

●
ふ
る
さ
と
綾
瀬
の
自
然
の
す
ば

ら
し
さ
を
一
層
魅
力
的
な
も
の
に

す
る
た
め
、
昨
年
度
実
施
し
た
景

観
基
本
調
査
の
成
果
を
基
に
、
景

観
計
画
及
び
景
観
条
例
の
策
定
に

着
手
す
る
こ
と
は
、
優
れ
た
景
観

を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
の
事

業
と
し
て
、
大
き
く
評
価
す
る
。

ま
た
、
農
地
の
保
全
と
食
を
テ
ー

マ
に
し
た
ア
グ
リ
パ
ー
ク
構
想
や

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
積
み
立
て

ら
れ
た
基
金
を
活
用
し
て
行
う
、

蟹
ヶ
谷
公
園
へ
の
し
だ
れ
桜
の
植

栽
も
、
市
民
の
心
に
大
き
な
喜
び

を
も
た
ら
し
、
ふ
る
さ
と
綾
瀬
へ

の
愛
着
や
誇
り
が
一
層
増
す
も
の

●
東
日
本
大
震
災
で
、
日
本
経
済

は
危
機
的
状
況
に
あ
り
、
被
災
地

最
優
先
の
予
算
配
分
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
日
本
国
民
の
望
む
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市

が
推
し
進
め
て
い
る
（
仮
称
）
綾

瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
深
谷
落

合
・
吉
岡
西
部
の
区
画
整
理
、
寺

尾
上
土
棚
線
の
北
伸
、
電
線
類
地

中
化
な
ど
、
市
民
の
合
意
不
足
や

不
要
不
急
の
事
業
も
補
助
金
の
減

額
が
予
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
震

と
津
波
に
よ
る
被
害
や
原
子
力
発

電
所
の
破
損
に
よ
る
電
力
不
足
と

放
射
能
漏
れ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

●
今
回
の
災
害
に
よ
り
、
本
市
の

重
要
施
策
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る(

仮
称)

綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
に
も
影
響
が
あ
る
と
認
識
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。民
主
党
は
、

震
災
復
興
に
向
け
た
補
正
予
算
を

組
む
た
め
、
来
年
度
予
算
案
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
子
ど
も
手
当
や

高
速
道
路
無
料
化
な
ど
の
予
算
を

財
源
に
回
す
考
え
を
示
し
た
。
現

在
、
高
速
道
路
無
料
化
を
前
提
と

し
た
高
速
道
路
利
便
増
進
計
画
に

基
づ
き
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
設
置
計
画
も
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
無
料
化
の
延
期
に
よ
り

事
業
の
大
幅
な
先
送
り
が
懸
念
さ

れ
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
設
置
を
推
進
し
て
き
た
松
沢
知

事
が
知
事
選
へ
の
不
出
馬
を
表
明

し
た
こ
と
で
、
国
へ
の
後
押
し
も

期
待
で
き
な
い
。
イ
ン
タ
ー
関
連

予
算
と
し
て
、
３
３
９
９
万
円
の

広
域
道
路
対
策
事
業
費
を
計
上
し

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
早
急
に
実

施
す
べ
き
事
業
に
振
り
替
え
、
関

連
す
る
寺
尾
上
土
棚
線
の
北
伸
を

含
め
た
事
業
自
体
の
見
直
し
を
要

求
し
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―

※
（　

）
は
、
会
派
名
で
す
。
記

載
の
な
い
も
の
は
、
会
派
を
組
ん

で
い
な
い
議
員
の
意
見
で
す
。

保育園の待機児童解消のため、老朽化した大上保育園を建
て替え、定員を 40人増員します〈大上保育園完成予想図〉

産
活
動
が
低
下
す
る
な
ど
、
今
後

の
日
本
経
済
の
落
ち
込
み
が
予
測

さ
れ
る
。
市
民
感
情
を
考
え
れ

ば
、
不
要
不
急
の
事
業
に
は
、
批

判
の
声
が
大
き
く
な
る
と
予
想
さ

れ
、
事
業
継
続
を
認
め
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
市
で
は
、
災
害
対

策
へ
の
応
援
体
制
を
組
ん
で
い
る

が
、
幹
部
職
員
の
応
援
が
急
務
で

あ
る
。
担
当
部
長
を
先
頭
に
災
害

対
策
に
投
入
し
、
市
民
が
安
全
に

生
活
で
き
る
よ
う
早
急
な
解
決
策

を
求
め
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

一般会計予算の内訳

歳入総額
269 億
5,000万円

歳入総額
269 億
5,000万円

市　税
127億9,770万円
（47.5%）

市　税
127億9,770万円
（47.5%）

地方譲与税など
6億700万円（2.2%）

地方消費税交付金
8億円（3.0%）地方交付税

9億200万円（3.3%）

国有提供施設等所在
市町村助成交付金等
11億1,000万円（4.1%）

市債
14億4,530万円
（5.4%）

分担金及び負担金など
4億3,378万円（1.6%）

県支出金
14億1,464万円（5.3%）

国庫支出金
55億410万円（20.4%）

諸収入
8億277万円（3.0%）

繰入金
6億3,271万円（2.3%）繰越金5億円（1.9%）

自
主
財
源

依
存
財
源

歳出総額
269 億
5,000万円

歳出総額
269 億
5,000万円

民　生　費
97億1,623万円
（36.1%）

民　生　費
97億1,623万円
（36.1%）

そ　の　他
12億3,144万円
　　　（4.5%）

消　防　費
10億8,319万円（4.0%）

衛　生　費
22億7,480万円
（8.5%）

教　育　費
28億798万円（10.4%）

公　債　費
18億2,832万円
（6.8%）

総　務　費
25億6,709万円（9.5%）

土　木　費
54億4,095万円
（20.2%）

土　木　費
54億4,095万円
（20.2%）

議 

会 

の 

動 

き


